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細胞が持つ機能はその細胞特有の形態と密接に関係しているため、生きた細胞の形態変化をリ

アルタイムで観察することは細胞機能の理解につながる。生細胞の形態変化を観察する手法とし

て、走査型イオンコンダクタンス顕微鏡（SICM）が近年注目を集めている。SICM はサブミクロ

ンスケールの空間分解能を有し、かつ細胞表面に非接触なイメージングが可能なため、生細胞の

長時間観察が期待できる。本研究では、培養神経細胞にプログラム細胞死の一種であるアポトー

シスを誘導し、その時の形態変化を SICM により観察したので報告する。 

実験には、Wistar Rat の胎児（妊娠 18 日目）の大脳皮質から取り出した初代神経細胞を

Poly-D-lysine および laminin でコートしたガラス基板上で培養したものを用いた。培養後 8～10 日

の培養神経細胞を SICM によって経時観察した。アポトーシス誘導試薬であるスタウロスポリン

を観察溶液に添加することで、アポトーシスによる神経細胞の形態変化を観察した。 

SICM による観察結果を図 1 に示す。スタウスポリン添加して 20 分経過した神経細胞では神経

突起が多く観察された（図 1、赤矢印）。その後、神経突起は徐々に細くなり、スタウロスポリン

添加後 3 時間で突起の断片化が観察された。また、細胞体は経時とともに細胞表面の凹凸が減少

し、扁平状から球状に形態変化していく様子が観察された（図 1、黒矢印）。このような形態変化

はスタウロスポリンを添加しなかった神経細胞では観察されなかった。以上から、本手法を用い

ることで生きた細胞の形態変化をサブミクロンサイズで観察可能なことが示された。 

 これまで困難だったサブミクロンスケールかつ非侵襲での神経細胞イメージングを実現したこ

とにより、神経ネットワーク形成における神経細胞の分化・誘導やシナプス形成など、神経機能

と形態の相関関係を解明することが期待できる。 

図 1：スタウスポリン添加

による神経細胞の形態変

化 の SICM 観 察 結 果

（Scale bar : 10 m） 

赤矢印：神経突起 

黒矢印：細胞体 
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